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ま え が き

阿値賀島は長崎県平戸市に所属し,平戸市志々

伎の西北方約 8hに位昔する無人島である。筆者

は 1968年 8月 22日 ,本島の地質学的調査を

行ない, さらに室内研究を行なつたoそ の結果新

知識を得たのでここに報告する。木報告をたすに

あたって,調査に協力された当時の志 々伎小学校

鴨川誠教諭に感謝する。

地 形 お よ び 地 質

阿値賀島は南Jヒ の 2島 よりなり, 上阿値賀島は,

北緯 33° 15′ ,東経 129° 20′ ,下阿値

賀島は北緯 33° 14′ ,東経 129° 20′ に

位置 しており,両島は約 1,o00凛 離れて南北に

並列 している。

両島はいずれも数″から数 10“ の海蝕崖に囲

まれており,露出する岩石には著しい柱状節理が

認められる。上阿値賀島は,標高 142.2“ を有

し,下阿値賀島は標高 120“ を右 し,そ れぞれ

出頂まで急傾斜をなしている。

阿値賀島両島を構成する岩石に■いては, これ

までに本格的学術調査は全 く行なわれておいず ,

参素資料は殆んどない。 しかしながち,長崎県農

業試験場発行 (1960)の 20カ分の 1長崎県

地質図にょれは,角 1閃石暉石安山岩～輝石安山岩

として,平戸島南部を構成する岩石種 と1司 一にし

て示 してある。一方地質調査所発行 (1952)
の50万分の 1地 質図「 福岡」によねノば筑紫溶岩

として,平戸島南音「の構成岩石と同一に示してあ

り,他Ⅲ I:|:質調査所発行 (1965)の 20万分
の 1地質図「長崎」によれ′ば,平戸層として,平

戸市紐差周辺の堆積層と同一に示してある。

以上の如く, 3種類の地質図に示されているが,

これらはすべて誤りである。したがって, これら

の資料かい判断すると,阿値賀島両島を訪れた地

質学研究者 ly■ ,こ れ/ま でに全くなかったと考えら
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れる。

筆者の 1968年 の調査により,阿 値賀島 Vi‐島
l―lす べて「 紫蘇暉石普通輝石微斑槙岩質粗粒玄武

岩 」で構成されていることが判明した。

また,下阿値賀島の南海岸では,前記の紫蘇暉

石普通輝石微斑糖岩質粗粒玄武岩を貫ぬく「 石英

安山岩 Jの岩脈が観察された。この岩脈は幅約 5

mであり,そ の走向はN20° W,傾 斜は大略
90° である。

阿値賀島両島において, 上記の 2種類の岩石以

外に他の岩石は観祭されたかった。

亜  着 通 学 的 J墜 質

A 紫蘇輝石普 i塾輝石微斑種岩質粗粒玄武岩

1.閑眼的性質

阿値賀島両島を構成する木岩は,何れも暗黒色

～黒色の緻密岩であり,そ の暗灰色基地の中に 5

御以下の有色鉱物の斑晶と,斜長石斑品が散点す

るのを認め得る。

2.鏡下L性質

鏡下での斑晶は,斜長石・ 普i_m輝石・紫蘇暉石

である。

斜長石斑晶は普通 1～ 2仰 ,時に 3鰤に達 し,

自形～半白形で長柱状を呈し,包有物は輝石粒・

燐灰石・磁鉄鉱粒であり, しばしは塵埃状物質を

包右する。双晶形式には,ア ルバイト式・ アルバ

イ トーカールスバッド式 むペ リクリン式・ アルバ

イトーペ リクリン式などが見られ  しはしば累帯

構造が認めるれる。成分はA n66-A n48で

ある。

普通輝石斑晶は,普通 1～ 2脇,時に 3鰤に達

し,自形を主 とする短柱状～長柱状を呈 し,包右

物は磁鉄鉱粒である。 しばしば (100)面 を双

晶山とする双晶が認められ,ま た金1方暉石の両側

に普i塾輝石が発達するのが認められる。時に微j3

な多色性が認められこむ

紫蘇輝為斑品は,普 i壺 1.5硼以下で,長柱状自

形を呈するものが多い。包有物 として磁鉄鉱粒を

認める。双晶は (100)を 双晶面とする。多色
性は頑著である。

石基は完品質で, オフィティック組織を示 し,

短冊状斜長石は 0。 4鰍-0.15硼 の長柱状であり,

アルバイト式双晶をなす。その仕"普通暉石
。紫

蘇輝石・磁鉄鉱・ チタン鉄鉱などと,二次的鉱物

の緑色鉱物などよりなる。石基は,上阿 lLFl~賀 島産

のものが下Fn」 値賀島産に比しより粗粒 を呈する。

B 石英安山岩

1.閑眼的性質

灰色～淡灰色の比較的緻密な石基 よりたり,斑

晶はほとんど認められない。また,著 しい炭酸塩

化作用によって,方繁石が多く認められ,いゎゆ

る White trapsと なっている。

鏡下では,斑晶として石英および有色鉱物の仮

象を認める。

t色鉱物の仮像は普通 l iml以下であり,緑色鉱

物 (サ ポテイト)と なってお り。その形から角閃

石の可能性が大きいと考えられる。

石英は 0.8硼 以下であり,一部は方解石に交代

されている。

石基は縄面岩質組織を呈じ。 0.03励 の短柱状

斜長石・ アルカリ長石・珪酸鉱物・磁鉄鉱 0粘土

鉱物・ 方解石などよりなる。

Ⅳ  地 質 学 的 考 察

阿値賀島 1向島には前述 ヒンた 2種類の火山岩以外

の岩石は全く見出されない。 したがって,紫蘇暉

石普通暉石微斑糖岩質粗粒玄武岩の産状。時代か

よび石英安山岩岩脈の時代を示す証拠は有]も 見出

されない。

しかしながら,前述粗粒玄武岩の鏡下性質から

判断 して,浅所員入岩であり,岩床として逆入し

たものと判断 される。上阿値賀島産の本岩は下阿

値賀島産のそれに比しより粗粒である事実は,両
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島の粗粒玄武岩は,一連の遊入岩床のそれそれ一

部を示すものであり, 上阿値賀島のそれは遊入岩

床の内部を,下阿値賀島のそれはより外部を示す

岩相であると推定される。

本岩に比較的酷似する岩石を近 くに求めるなら

ば,佐世保市黒島,伊島,幸 ノ小島に分布発達す

る岩石である。これら 3島 の岩石は,長浜 。松井

(1958)に よって,閃緑岩 とされ,佐世保層

群を被覆 して発達 しており,岩床状に透入したも

のと推定されている。筆者は,黒島における本岩

を観察しているが,粗粒玄武岩類の分イヒ岩であっ

て,角閃石含有紫蘇輝石普通輝石微閃緑岩質粗粒

玄武岩質安山岩であって,遊入岩床であると推定

している。阿値賀島両島産に比較すると。若手酸

性相を示 しているが,大局的に同類のものであろ

うとし考えている。

さらに, これらに類似するものは・ 筆者によっ

て1巴前粗粒玄武岩類 として一括された岩類がある

(松本  19603196151963)。 本岩

類は,唐津 。佐世保 0諌早各炭鵬の占第二系の地

層間に大書「分調和的に送入したものであり,檄欄

石粗粒玄武岩類によって代表されるが,角閃石 。

黒雲母 。石英を含むより酸性の分イヒ相を有 してお

り。その時代は中新世末と推定 している。阿値賀

島両島や黒島に産する岩石が鬱 この肥前粗粒玄武

岩類に対比されるとい う証拠はないが麟対比され

る可能性は充分推定され。その時代は中新世の可

能性が強いと考えられる。
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